
１　教育目標

２　学校教育方針

３　重点努力目標

 
４　アンケート・自己評価　（※黄色のセルの項目・質問内容は大村市共通）

生徒 保護者 教職員

1 本校への所属感の育成 本校は、体験的な活動をとおして、「集団の一員として貢献する」意欲を身につけさせている。 95.5 85.1 85.7

2 積極的生徒指導 本校は、困難や壁に背を向けず「最後まで粘り強くやり抜こう」とする態度を身につけさせている。 94.7 66.7 92.9

3 自己有用感の育成 本校は、生徒会や係活動、各行事により、人の役に立ち貢献しているという意欲の向上を図っている。 95.0 83.2 85.7

4 保護者・地域対応 本校は、「保護者や地域の方が来校・相談しやすい」学校づくりに努めている。 87.2 70.1 100.0

5 いじめ対策 本校は、「いじめの早期発見や防止」のために、工夫して取り組んでいる。 86.5 57.6 92.9

6 不登校対策 本校は、不登校及び不登校傾向の生徒・保護者に対して丁寧に対応し、改善策を提案している。 92.7 73.7 100.0

7 教科指導
本校は、互いを認め合い支え合う雰囲気の中で、「わかる授業」を行い、基礎基本を身につけさせてい
る。

92.7 54.1 92.9

8 家庭学習指導 本校は、自主的な「家庭学習」に取り組ませている。 75.9 49.6 42.9

9 家庭学習時間 生徒は、平日に２時間以上の「家庭学習」に取り組んでいる。（塾の時間も含む） 64.4 36.9 21.4

10 特別支援教育 本校は、教育的ニーズを把握した「特別支援教育」を推進している。 91.0 77.5 85.7

11 ＩＣＴ活用 本校は、タブレット端末等、ＩＣＴを活用した授業を展開している。 85.0 92.4 92.9

12 学力調査活用 本校は、全国学力・学習状況調査や県、市学力調査の結果を活用した授業改善を行っている。 89.2 61.3 78.6

13 道徳教育 本校は、「道徳教育」をはじめとした学校教育活動全体をとおして、確かな人間性の育成を図っている 96.2 72.3 85.7

14 人権教育
本校は、「人権・平和教育、国際教育」をとおして、他者理解や生命尊重など、人権意識を高めてい
る。

95.0 80.4 71.4

15 図書館教育 本校は、図書室やミライon図書館を活用した教育を行っている。 48.4 51.9 28.6

16 健康教育
本校は、学校教育活動の全体をとおして、「体力向上や努力する心情の涵養、協調性、一体感」を養っ
ている。

95.2 74.5 85.7

17 安全教育 本校は、「健康安全教育や食育」により、安全・健康の保持増進を図っている。 96.7 88.1 85.7

18 ふるさと教育 本校は、ふるさと（校区・大村市・長崎県）の歴史や文化を学ぶ学習を充実させている。 90.7 93.7 92.9

19 地域貢献活動 本校は、教育活動全般をとおして、地域のために活動しようとする資質・能力を身に付けさせている。 96.7 90.9 92.9

20 国際理解教育 本校は、各教科において国際理解を推進する教育活動を行っている。 90.0 64.2 50.0

21 ＡＬＴの活用 本校は、英語科を中心として、ＡＬＴを十分に活用した教育活動を行っている。 84.2 75.0 92.9

令和７年度　学校評価報告書（後期）
大村市立玖島中学校　

「ものにする　ものを言う　ものに成る」・・・玖島魂「故郷ひらき　世をひらく」～瞳に輝き・額に汗・くちびるに歌・心にふるさと～
○めざす学校像・・・・・・・創造と感動、力あふれる学校
○めざす生徒像・・・・・・・全力と正対、力あふれる生徒
○求められる教職員の姿・・・自らの識見を高め、深い教育愛と優れた指導力にあふれる教職員
●学校経営理念　「全ての生徒の学びにコミットする」
●令和７年度の旗標　「確かな自信　挑戦する勇気　しなやかな勁さ」

日本国憲法や教育基本法に示された精神を遵守し、長崎県・大村市の教育方針並びに教育振興基本計画に基づき、学校・家庭・地域社会の相互の連携協力のもと、教育活動を展開する。
１　共創の精神を基盤として教職員が英知を結集し、生徒とのふれ合いと家庭及び地域社会との連携を図りながら、知・徳・体・食の調和がとれた教育活動を推進する。
２　伝統を継承し、新たな校風や価値を創造するため、目の前にあるものごとに「正対」し、「全力」で生き抜く人づくりを期して教育活動を推進する。
３ よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を共有し、社会と連携・協働しながら、未来の創り手となるために必要な知識や力を育む。人間尊重の精神を基底におき、
　 知・徳・体の調和のとれた人間形成を目指し、国際的視野に立って社会の進展に貢献できる生徒の育成に努める。

Ⅰ　学力向上　～自律的な学び手を育てる～
①「ふるさとのよさを知り、創り、拓くふるさと教育」「夢・志を育てるキャリア教育」の推進
②「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させる授業改善（研究授業の充実やＤＸの推進）
③学習評価観の転換と学習評価の改善（形成的評価の重視）
④自律的学習者の育成
⑤学び方や授業規律の確立
Ⅱ　生徒指導・教育相談の充実　～ポジティブ行動支援をベースに～
①基本的生活習慣の確立
②積極的生徒指導の推進（生徒の行動に着目する）
③３段階の教育的支援体制（チーム援助）の確立と解決志向的アプローチ
④学年を基盤とした親和的な集団づくり
⑤自立的な生徒会活動の充実
Ⅲ　人権尊重の態度の育成　～人権尊重の環境を基盤として～
①意図的な隠れたカリキュラムを活用した自他を大切にするための人権教育の充実
②互いを認め合う挨拶の推進
③命を大切にする道徳科指導の充実
④安全で安心できる学習環境の整備
⑤食育の充実

No. 領域

アンケート結果

・体育的行事や保健、食育、避
難訓練等における指導が充実し
ているため、各者から概ね肯定
的評価が得られた。

・Ｒ３年度からの「ふるさと教
育」総合的な学習の時間の地域
と連携した充実した取組により
各者から高評価が得られた。

・本２項目に関わる具体的で効
果的な教育活動の内容について
教員が共通理解を図り、さらな
る実践につなげていく。

（肯定的割合　％）

・教職員と保護者の結果に乖離
がある項目については、各部会
や研修等において検証し、保護
者への発信力強化に向けた具体
的な改善策を立てる。

・特に評価が低い「5 いじめ対
策」については、生徒指導部会
や特別支援教育部会等の取組を
保護者へ具体的に発信すること
を検討していく。

・本校の重点課題である「9 家
庭学習時間」については、各者
ともに前期より10ポイント程度
向上したが、取組に対する個人
差が大きい。eライブラリの効
果的な活用や予習・復習のポイ
ントを意識させた明確な課題を
与えることで、家庭学習の習慣
を根気強く身に付けさせてい
く。

・「14 人権教育」について
は、学校教育の根幹をなすもの
として、教職員の意識や指導力
の向上を図っていく。
・「15 図書室教育」について
は、各教科や総合的な学習の時
間における調べ学習等、活用す
る機会を積極的に設定する。

分析及び改善策
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